



































































































感情　AB との融合したものが、主体 A の直観的世界であつて、これを分析し、一方
を客　体化し、他方をそれに対する感情として表現したものが即ち「花よ」といふ言





















































う辞によって包括された＜詞―辞＞の連合体 a が、何故にそれよりも上位の連合体 b
の素材概念の一部に成り下がる
0 0 0 0 0
のか、ということである。そして同様のことは、「匂
の高い」が連合体 c の素材概念の一部に、「匂の高い花が」が連合体 d の素材概念の
一部に成り下がっている































































































































































































などという談話の場合、A は B の反応を期待して言いさし、B がそれに応じるという




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　哲学のための諸構想 第 1 巻 純粋現象学への全般的序論』（みすず書房 1984）p272。
　（原著 Edmund Husserl“IDEN ZU EINER REINEN PHÄNOMELOGIE UND
　PHÄNOMENOLOGISCHEN PHILOSOPHIE, Erstes Buch, Allgemeine Einführung in 
　die reine Phänomenologie”, Martinus Nijhoff, 1950）
注 10　『岩波　哲学・思想事典』（1998）「間主観性」の項、鷲田清一執筆。
注 11　 M. メルロ＝ポンティ、竹内芳郎監訳『シーニュⅠ』（みすず書房 1969）、ｐ
























　ている国語との接触への還帰とした」という。文献注 11、p132 ～ 134。
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